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事 業 の 要 旨 

事 業 名 頁 予 算 名 要   旨 

企画情報室    

研究開発研修事業 9 研究開発研修

事業費 
新型コロナ対策のためWeb開催となり、旅費や受講条件等の制限が緩和されたため、令和

2年度養殖衛生管理技術者養成本科基礎コース研修に4名、同本科専門コースに2名の研究

員を受講させた。 

水産業広報・研修事業 10 水産業広報・

研修事業費 
広報事業として、研究・普及合同報告会、刊行物の発行、研修センターの運営、ホ

ームページによる事業報告書等の情報提供等を、研修事業として、学生を対象とした教

育研修（ｲﾝﾀー ﾝｼｯﾌ゚ ）を受入れた。 

水産研究センター研究評価会議及

び水産研究推進委員会の開催 

12 水産研究セン

ター運営費 
水産研究センター研究評価会議及び研究推進委員会を開催し、研究の効果的かつ

効率的な推進の見地から研究計画及び研究成果に対する評価を行った。 

漁業者専門研修事業（漁業者セミ

ナー） 

14 令達 
 

「八代市地先におけるアナジャコの生態と資源管理」、「八代海におけるタチウ

オの資源生態」の開催を計画したが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中

止した。 

 

水産業改良普及事業 16 令達 
 

漁業者の自主的活動を促進するため、普及事業関係会議等の企画, 

催、水産業普及指導員の指導、漁業者に対する指導等を行った。また、普及指導員の

普及活動状況を紹介する「水産普及活動情報」を配信し、情報の共有化と連携強化を図

った。 

 

新しい漁村を担う人づくり事業 18 令達 漁業者の確保を目的に、漁業就業希望者それぞれ1名に対して、長期研修である「

曳縄漁業コース」と「たこつぼ漁業等コース」を実施。 

漁業調査船「ひのくに」代船建造

事業 

19 漁業調査船「ひ

のくに」代船建

造事業費 

建造から18年が経過している漁業調査船「ひのくに」の代船建造を実施。10月末

に竣工、11月から調査業務に就航した。 

資源研究部    

沿岸資源動向調査 

 

22 試験調査費 本県海域における仔稚魚の資源加入動向を把握するために、有明海・八代海・天草海の

定点における浮遊期仔稚魚類の出現状況の調査を実施した。 

資源評価調査Ⅰ（水産資源調査・

評価） 

25 試験調査費 我が国周辺水域における魚介類の資源水準を評価するため水産庁の委託により、漁場別

漁獲状況調査、標本船調査、生物情報収集調査、資源動向調査、を実施した。 

資源評価調査Ⅱ（沖合海洋観測） 28 試験調査費 我が国周辺水域における魚介類の資源水準を評価するため水産庁の委託により、沖合海

洋観測・卵稚仔魚調査、新規加入量調査を実施した。 

 

資源評価調査Ⅲ（ガザミ有明海資

源評価） 

31 試験調査費 我が国周辺水域における魚介類の資源水準を評価するため水産庁の委託により、本県に

おける対象魚種である有明海のガザミに関する生物情報収集調査を実施した。 

さかなを守り育む豊かな海づくり

事業Ⅰ（資源管理型漁業の推進Ⅰ

） 

35 令達 マダイ、ヒラメ、イサキ、ガザミの資源管理型漁業を推進するために、資源管理（体長

制限等）の取り組み状況の調査を実施した。 

さかなを守り育む豊かな海づくり

事業Ⅱ（資源管理型漁業の推進Ⅱ

） 

36 令達 現在策定されている熊本県資源管理指針の改良を目的として、漁業種別資源管理の対象

となっている漁業種等について、漁獲対象となる水産資源の基礎的生態等を把握し、資

源管理方策を提言するための資料を収集することを目的として、いわし機船船曳網漁業

の漁獲状況調査を実施した。 
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事 業 名 頁 予 算 名 要   旨 

さかなを守り育む豊かな海づくり

事業Ⅲ（栽培漁業の推進） 

38 令達 熊本県栽培漁業地域展開協議会が実施するマダイ、ヒラメ、イサキ及びガザミ放流事業

の放流効果を把握するために、市場調査を実施した。また、放流魚の混入率を算出した

。 

さかなを守り育む豊かな海づくり

事業Ⅳ（トラフグの放流効果の把

握） 

42 令達 天草漁協が実施するトラフグ種苗の放流に際して、種苗育成中の飼育方法、ＡＬＣ染色

、放流場所の選定や放流等について指導するともに、標識放流魚の放流効果調査を行っ

た。 

 

有明海・八代海再生事業Ⅰ（クル

マエビの放流効果調査） 

45 令達 有明海のクルマエビ資源の回復を図るために、有明四県共同放流事業で行われた種苗放

流も含め、放流サイズの違いによる放流効果の差異を調査した。 

有明海・八代海再生事業Ⅱ（ガザ

ミの放流効果調査） 

49 令達 有明海のガザミ資源の回復を図るために、有明海４県が共同でDNAを用いた親子判定技術

を活用し、放流効果調査を実施した。 

有明海・八代海再生事業Ⅲ（マコ

ガレイの放流技術開発） 

54 令達 有明海のマコガレイ資源の回復を図るために、有明海で放流したマコガレイの種苗放流

及び放流効果調査を実施した。 

 

アユ資源動向調査Ⅰ 60 試験調査費 球磨川におけるアユの実態を把握するため、遡上及び仔アユ流下状況の調査を実

施した。 

アユ資源動向調査Ⅱ（ウナギ資源

動向調査） 

64 試験調査費 八代海及び球磨川河口域におけるウナギ漁獲状況について、調査を実施した。 

外部資金活用事業（漁場環境の変

化に応じたアユ資源増殖技術開発

調査事業） 

66 試験調査費 （国）水研機構等との共同研究で、時期やサイズの異なる種苗を緑川水系御船川

に放流し、その後の成長と漁獲状況等について調査した。 

水産研究イノベーション加速化事

業Ⅰ（八代海タチウオ等生態解明

共同研究） 

70 試験調査費 八代海におけるタチウオ資源の持続的活用手法を提示するため、大学等と連携協

力して耳石中の微量元素の分析を行い、熊本県周辺海域と日本海・東シナ海産ま

れの個体の判別方法の検討や年齢別漁獲尾数を利用した資源量の推定等を行っ

た。 

 

スマート沿岸漁業推進事業（ICT

を利用した漁業技術開発事業のう

ちスマート沿岸漁業推進事業） 

88 試験調査費 ICTを活用することで沿岸漁船漁業の経営改善を図ることを目指して、九州大学

や他県等と連携して、7日先までの漁場形成予測技術を活用した操業方法の検討

や、漁業者参加型の観測体制の整備を行った。 

 

養殖研究部    

養殖重要種生産向上事業（ブリ完

全養殖技術開発試験） 

90 試験調査費 （国立）水産研究教育機構から受精卵を購入し、ブリ人工種苗生産試験を行った

。2水槽を用いて生産に取り組み、1,845尾を取り上げた。 

養殖重要種生産向上事業（熊本県

産マガキの養殖技術開発） 

93 試験調査費 熊本県海域で生息するマガキを親貝に用いて生産した稚貝によるシングル・シー

ド養殖技術の開発を目的とした。シングル・シード稚貝を生産し、3か所へ配付

し養殖試験を実施した。 

 

養殖重要種生産向上事業（クルマ

エビ類の急性ウイルス血症ワクチ

ン効果試験） 

96 試験調査費 本試験では国が報告したPAVワクチン効果を実際の養殖場で確認することを目

的に飼育試験を実施した。 

クマモト・オイスター安定生産

技術開発試験Ⅰ（親貝養成およ

び採卵） 

100 試験調査費 クマモト・オイスターの量産用として、親貝養成を行い親貝として447個体を提

供した。卵量169,923万粒、D型幼生53,909万個体が確保された（於：くまもと

里海づくり協会）。 
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事 業 名 頁 予 算 名 要   旨 

クマモト・オイスター安定生産

技術開発試験Ⅱ（中間育成技術

開発） 

102 試験調査費 クマモト・オイスターの中間育成技術開発を目的として、稚貝の成長に適切な水

量を把握することを目的として飼育試験を実施した。 

クマモト・オイスター生産・ブ

ランド化推進事業Ⅰ（2種類の

飼育かごを用いた飼育試験） 

104 令達 クマモト・オイスターを大型で殻長および殻幅が大きく成長させる飼育方法を明

らかにすることを目的として、2種類の飼育かごを用いて飼育試験を実施した。 

クマモト・オイスター生産・ブ

ランド化推進事業Ⅱ（温湯処理

の生残率向上効果） 

107 令達 クマモト・オイスターの夏場の大量死対策として実施している温湯処理につい

て、その効果の再現性の確認と処理開始時期を早めることでさらに効果向上を図

ることを目的として試験を実施した。 

 

クマモト・オイスター生産・ブ

ランド化推進事業Ⅲ（低水温飼

育の効果およびコスト） 

109 令達 クマモト・オイスターの夏場の大量死対策として、低水温飼育を行い、飼育期間

中の生残、生食用としての衛生状態、冷却に必要な電気料金について調査を行い、

飼育方法として有効であるかの検討を行った。 

クロマグロ養殖振興技術開発

事業 

112 試験調査費 昨年度までに開発した種苗生産技術の検証、県内民間種苗生産業者への技術移転

および本県海域がクロマグロの人工種苗の育成場として適しているかを検証す

ることを目的として、試験を実施した。 

くまもと安全・安心養殖魚づく

り推進事業 

117 令達 魚類養殖における魚病診断、医薬品適正使用及びワクチン使用指導を行った。海

産魚類の魚病診断件数は84件、内水面魚類の診断件数は12件であった。水産用

ワクチンの使用指導書発行件数は14業者、25件であった。 

浅海干潟研究部    

漁場環境モニタリング事業Ⅰ （浅

海定線調査及び内湾調査） 

122 試験調査費 有明海及び八代海における水質調査を、月に１回の頻度で周年にわたり調

査した。水温は、有明海は6月、2月がやや高め、3月がかなり高めで、その他

が平年並みであった。八代海は5月、6月、3月が高めで、その他が平年並みであ

った。 

 
漁場環境モニタリング事業Ⅱ（浦

湾域の定期調査） 

127 試験調査費 県内養殖漁場の水質及び底質の調査を実施した。DO については、全調査地

点において基準を満たした。硫化物については、8 か所中の 2か所において基準

を満たさなかった。 

 

漁場環境モニタリング事業Ⅲ（有

明海貧酸素水塊一斉観測） 

131 試験調査費 有明海における貧酸素水塊の発生状況を把握するため、7月29日及び8月27日に沿

海4県と水産技術研究所等が連携して、海洋環境モニタリング観測を行った。 

漁場環境モニタリング事業Ⅳ（自

動海況観測ブイによる観測） 

133 試験調査費 ノリ・魚類養殖業や漁船、採貝漁業等の生産性向上と経営安定化に資するため、

自動海況観測ブイを用いた県内漁場における海況観測等の業務を行い、漁場環境

の変動を把握した。 

水産養殖漁場赤潮等広域監視シス

テム技術開発事業（九州南部海域

における赤潮等の広域監視ネット

ワークの構築） 

 

139 試験調査費 養殖漁場における赤潮の発生状況を早期に認識して、被害軽減に向けた迅速な対

応を行うため、有害プランクトンセンサーや赤潮カメラを組み込んだ新たな観測

システムの開発に取り組んだ。 

有明海・八代海等赤潮被害防止対

策事業Ⅰ（夏季赤潮調査） 

142 試験調査費 熊本県有明海域において、赤潮発生や貧酸素水塊等による漁業被害の軽減に資す

るため、同海域の水質やプランクトンの発生量等の環境調査を実施した。 



- 4 - 

 

事 業 名 頁 予 算 名 要   旨 

有明海・八代海等赤潮被害防止対

策事業Ⅱ（冬季赤潮） 

149 試験調査費 有明海や八代海のノリ養殖に色落ちの被害をもたらすプランクトンの動向を調査

するため、10月～2月に水質やプランクトンの発生を調査した。10月下旬から11

月上旬はキートセロス属、12月にスケレトネマ属が優占した。 
 

有明海・八代海等赤潮被害防止対

策事業Ⅲ（八代海中央ライン水質

調査）および赤潮対策事業Ⅰ（赤

潮定期調査） 

157 試験調査費 八代海における環境特性と有害プランクトンの発生動向や生態を明らかにするた

め、水質と有害プランクトン等組成の周年モニタリングを行った。有害プランク

トンとして、シャットネラ属、ヘテロシグマ アカシオ、カレニア ミキモトイ

、コクロデﾞｨニウム ポリクリコイデスが確認された。 

環境変化に適応したノリ養殖

技術の開発事業Ⅰ（優良品種選

抜育種試験） 

166 試験調査費 水産研究センターで保存するフリー糸状体を用いて高水温に耐性を有する株の

野外養殖試験を行った。 

環境変化に適応したノリ養殖

技術の開発事業Ⅱ（ノリ養殖の

概況） 

169 試験調査費 令和2年度（2020年度）ノリ漁期は、10月18日から採苗が開始された。育苗期から

冷凍入庫までの期間、有明海では珪藻赤潮による栄養塩低下によって、葉体の色

調低下や形態異常が認められた。生産枚数は974,889,600枚（前年比106.2％）

で、金額は10,702,092,768円（前年比87.3％）であった。 

環境変化に適応したノリ養殖

技術の開発事業Ⅲ（野外培養試

験による育種素材の高水温耐

性調査） 

 

175 試験調査費 水産研究・教育機構西海区水産研究所が開発した高水温耐性の品種を、養殖漁場

と類似し安定的な環境で養殖試験ができる野外水槽を使用し、高水温耐性を確認

した。 

環境変化に適応したノリ養殖

技術の開発事業Ⅳ（二枚貝併用

） 

 

179 試験調査費 珪藻類を餌料とする二枚貝類の養殖が、ノリの色落ち被害の軽減に効果があるか

試験や環境調査を行った。 

環境変化に適応したノリ養殖

技術の開発事業Ⅴ（ノリ養殖漁

場海況観測調査） 

 

184 試験調査費 ノリ養殖漁場の海況及び栄養塩、植物プランクトンの定点観測を行い、得られた

結果をＦＡＸ及び新聞等を通じて、生産者や関係機関に情報提供した。 

ハマグリ人工種苗生産技術を

活用した資源増殖法の開発事

業Ⅰ（採卵適期の調査） 

190 試験調査費 人工種苗生産したハマグリを用いた母貝団地造成による資源回復を目的として、

人工種苗生産技術の開発に取り組んだ。 

今年度の採卵試験結果から、採卵適期は6月中旬から7月下旬と推測された。また

、緩慢昇温刺激による安定採卵手法の有効性を確認した。 

 

ハマグリ人工種苗生産技術を

活用した資源増殖法の開発事

業Ⅱ（ハマグリ人工種苗生産試

験） 

 

194 試験調査費 約1,200万個のＤ型幼生を飼育し、大量へい死もあったが、約1mm、8.8万個の着

底稚貝を得ることができた。餌料比較試験においても、大量へい死が起きたため

、防疫体制の強化が必要と考えられた。 

 

ハマグリ人工種苗生産技術を

活用した資源増殖法の開発事

業Ⅲ（ハマグリ人工種苗中間育

成試験） 

 

198 試験調査費 飼育水中のクロロフィルａ濃度が高いと日間成長量が増加する傾向が見られた。

成長スピードを上げるためには、一定のブラウンウォーター餌料濃度の維持が必

要と考えられた。 

 

重要二枚貝資源モニタリング事業

Ⅰ（アサリ生息状況調査）および

水産研究イノベーション推進事業

（二枚貝資源解析技術の高度化） 

201 試験調査費 アサリ資源量を把握するために、緑川河口域および菊池川河口域でアサリ生息状

況調査を実施した。 
緑川河口域では、低位な資源水準が推察されたことから、生残稚貝と産卵可能サイ

ズの母貝を保護する取組みが必要と考えられた。 
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事 業 名 頁 予 算 名 要   旨 

重要二枚貝資源モニタリング事業

Ⅱ（アサリ肥満度調査・アサリ浮

遊幼生調査）および有明海特産魚

介類生息環境調査Ⅰ（二枚貝浮遊

幼生ネットワーク調査） 

 

209 試験調査費 アサリ産卵状況を把握することを目的として、緑川河口域におけるアサリの肥満

度調査、および本県の有明海沿岸主要漁場においてアサリ浮遊幼生調査を実施し

た。 

春期は緑川河口域、秋期は県北海域で浮遊幼生量が多く確認された。 

 

重要二枚貝資源モニタリング事業

Ⅲ（ハマグリ生息状況調査） 

213 試験調査費 資源状況の悪化が危惧されている本県ハマグリの生息状況を緑川河口域と菊池川

河口域で調査した。 
緑川河口域においては、向洲がハマグリの高密度生息地であることが示唆された

。菊池川河口では昨年度と比較して稚貝の着底量が増加していた。 

重要二枚貝資源モニタリング事業

Ⅳ（球磨川河口域におけるハマグ

リ浮遊幼生および着底後の生息状

況調査） 

217 試験調査費 ハマグリ資源管理手法の確立の基礎資料とするため、ハマグリの浮遊幼生調査及び着底

稚貝調査を実施した。球磨川河口域における浮遊幼生量は少ない状況が継続して

いるものと考えられた。 

有明海・八代海再生事業Ⅰ（アサ

リ人工種苗放流技術開発試験） 

219 令達 人工稚貝を用いた母貝場を造成することを目的として、網袋と被覆網で保護した

放流種苗の成長・生残と漁場環境との関係を把握した。 

有明海・八代海再生事業Ⅱ（ハマ

グリ天然採苗技術開発試験） 

225 令達 緑川河口域において、網袋および被覆網を設置し、天然採苗試験を行った。 

また、適切な天然採苗の時期・場所を検討するために、浮遊幼生および着底稚貝

の発生状況を把握した。 

有明海・八代海再生事業Ⅲ（タイ

ラギ人工種苗中間育成試験）およ

び有明海特産魚介類生息環境調査

Ⅱ（タイラギ母貝団地造成試験） 

229 令達 人工的に生産されたタイラギ稚貝の中間育成及び産卵用母貝場造成の技術開発を

行った。研究センター内の陸上水槽及び実験プール内囲い網で中間育成を行い、

適時、赤瀬漁港内に設置した母貝場に移送し垂下飼育し、性成熟の状況を把握し

た。 

有明海特産魚介類生息環境調査Ⅲ

（アサリ重点保護対策） 

234 令達 緑川河口域において、アサリの分布状況を資源量調査によって把握し、アサリの

高密度分布域を漁業者によって保護区化して、アサリの管理手法の確立を目的と

した試験を実施した。 

有明海特産魚介類生息環境調査Ⅳ

（ハマグリ資源重点保護対策） 

238 令達 県内最大のハマグリ生産地である緑川河口域において、ハマグリ稚貝の高密度分

布域を把握し、稚貝の着底促進及び生残率の向上を目的として、漁業者主体の耕

うん作業を実施した。 

覆砂漁場一斉調査 241 令達 本県地先に造成された覆砂漁場の事業効果を評価する目的で、アサリの生息状況

を調査した。 

食品科学研究部    

水産物安全確保対策事業Ⅰ(エラ

イザ法による麻痺性貝毒定期

モニタリング調査) 

248 試験調査費 麻痺性貝毒（PSP）検査の感度・機動性の向上のため、 ELAIZA法（Enzyme Linked 

Immunosorbent Assay）およびイムノクロマト法に等よる貝毒量のモニタリングを実

施した。なお、公定法の基準値を超える事象は１件発生した。 

 

水産物安全確保対策事業Ⅱ（荷捌

き所衛生指導） 

252 試験調査費 平成30年（2018年）の食品衛生法の改正で、令和3年6月から食品関係事業者全て

を対象としてHACCPによる衛生管理が義務化されたが、制度の変更内容の周知が

進んでいない。そこで、これら課題の解消を進めるため、八代地区のアオノリ加

工場においてHACCP講習会を開催し、衛生指導を行った。 
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事 業 名 頁 予 算 名 要   旨 

水産物付加価値向上事業Ⅰ（オー

プンラボ等による加工指導） 

254 試験調査費 本県水産物の付加価値を向上させるため、水産加工品の開発、改良等の技術指導

及びオープンラボによる水産物加工技術、食品衛生管理技術等の向上に取り組ん

だ。 

オープンラボは、年間で１７件の利用があり、うち１品目が商品化された。 

 

水産物付加価値向上事業Ⅱ（マア

ジの脂質分析による旬調査） 

257 試験調査費 

 

昨年度、非破壊での粗脂肪率簡易測定が困難であった天草町産のマアジについて

、インピーダンスの周波数や測定箇所、即殺からの経過時間を変えて測定するこ

とで、従来の方法では測定できなかったマアジに対する粗脂肪率簡易測定法を確

立するため、試験を行った。 

稼げる食用海藻高度化試験Ⅰ（ヒ

トエグサ養殖技術開発） 

261 試験調査費 種場のない漁場でも生産可能なヒトエグサ人工採苗技術を確立するため、接合子

板作成及び効率化、採苗の安定化、高水温耐性株作出試験を実施した。 

稼げる食用海藻高度化試験Ⅱ（ヒ

ジキ増殖技術指導） 

265 試験調査費 近年の採捕漁業者の増加により、資源量の減少が危惧されるヒジキにおいて、ヒ

ジキの収穫の際の刈り取りの長さが成熟期の生殖器床の発達に及ぼす影響を明

らかにするため、試験を実施した。 

 

稼げる食用海藻高度化事業Ⅲ（ワ

カメ養殖技術指導） 

269 

 

 

試験調査費 

 

ワカメ養殖技術向上及び安定生産を行うため、漁業者に対し、養殖技術指導およ

びフリー配偶体による採苗指導を行った。併せて近年被害が大きくなっている植

食性魚類による食害について状況調査を行った。 

稼げる食用海藻高度化事業Ⅳ（ス

ジアオノリ養殖試験） 

272 試験調査費 

 

付加価値が高く、本県に広く自生しているもののほとんどが生産に繋がっていな

いスジアオノリについて、球磨川河口域以外の自生場所でも安定生産を行うた

め、人工採苗による養殖技術開発を行った。 

稼げる食用海藻高度化事業Ⅴ（ト

サカノリ養殖実用化試験） 

276 試験調査費 

 

トサカノリ養殖の実用化を図るため、人工採苗による越夏個体群を母藻として、

籠による養殖試験を行った。 

稼げる食用海藻高度化事業Ⅵ（ア

カモク採苗試験） 

280 試験調査費 本県に自生している秋成熟アカモクの人工採苗試験および分布調査を実施した。 

 

稼げる食用海藻高度化事業Ⅶ（ミ

リン人工採苗試験） 

284 試験調査費 紅藻類のミリンについて、基礎的な増養殖試験の一環として、 

人工採苗試験および養殖試験を実施した。 

 

稼げる食用海藻高度化事業Ⅷ（天

草西海藻場モニタリング調査） 

289 試験調査費 天草西海に位置する天草市牛深地先の黒島保護水面において、藻類の育成状況を把握す

るためのモニタリングを実施した。 

稼げる食用海藻高度化事業Ⅸ（軍

ヶ浦地先藻場造成効果調査） 

292 試験調査費 天草市軍ヶ浦地先において、漁業者等が取り組んでいる藻場回復試験の効果把握

のためのモニタリングを実施した。 

天草西地区水産環境整備事業効果

調査 

296 令達 水産環境整備事業（藻場造成）について、漁場整備後の効果把握のため、天草郡

苓北町地先および天草市五和地先において、施工後の海藻の生育状況を調査し

た。 

 

水産研究イノベーション加速化事

業Ⅱ(ヒトエグサの色・香り分析) 

298 試験調査費 本県産ヒトエグサの特徴を客観的に評価することを目的に、由来が異なる葉体に

ついて、色調分析および香気成分分析を行った。 

水産研究イノベーション加速化事

業Ⅲ(ワカメ優良系統選抜試験) 

303 試験調査費 秋の高水温にも耐えられ、生長も良い優良な種を選抜することを目的に、様々な

由来のフリー配偶体を作成して、人工採苗、現場養殖を行い、由来別の種苗性の

評価を行った。 

 


